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◆日本再生戦略原案について 

政府は、去る7月11日の国家戦略会議（議長・野田佳彦首相）で、2020年までの成長戦略を描

いた「日本再生戦略」の原案をまとめました。 

今後、民主党内での協議を経て最終案をまとめ、早ければ月内にも閣議決定する方針。 

 詳細につきましては、http://www.npu.go.jp/policy/policy04/pdf/20120711/shiryo4.pdfをご参照

ください。 

 

 

◆経済社会ビジョンについて 

本年6月に産業構造審議会新産業構造部会におきまして、経済社会構造の行き詰まりを打開し、

「豊かさを実感できる成長」を実現するための経済産業政策の方針として「経済社会ビジョン」

が取りまとめられました。概要につきましては以下をご参照ください。 

http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shinsangyou/pdf/report_002_01.pdf 

 

 

◆日本の繊維産業の現況について 

 7月23日開催の日本繊維産業連盟常任委員会で「日本の繊維産業の現況について」以下のとおり

報告がありました。 

 

１．景況全般について 

  繊維産業の各種指標は、悪化しつつある。昨年は東日本大震災の影響があったものの、繊維

産業への直接被害は限定的であり、むしろ復興需要にも支えられ一昨年比改善の指標が多く見

られたが、今年に入ってから主な生産・貿易指標が前年対比マイナスとなっており、足元の状

況は震災後の昨年よりも厳しい状況である。長期化する円高の影響、原料・綿花価格の下落の

影響も懸念され、先行きも不透明である。 
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２．主要生産指標 

 (1) 主要指標の生産量は、震災があった昨年よりむしろ悪化している品種が多い。 

  ①化学繊維の2012年1～5月生産量は、昨年同期比97％、2010年同期比では104％。 

  ②綿糸の2012年1～5月生産量は、昨年同期比84.7％、2010年同期比では86％。 

  ③毛糸の2012年1～5月生産量は、昨年同期比106％、2010年同期比では123％。 

 (2) テキスタイルの生産量(㎡、重量)は、昨年対比では回復も、リーマンショック前には程遠い

水準。 

  ①織物の2012年1～5月生産量は、昨年同期比99％ 

   A合繊織物：昨年同期比101％、ただし4～5月は97.5％ 

   B綿織物：昨年同期比94％ 

  ②ニット生地の2012年1～5月生産量は、昨年同期比99％、2010年同期比では97％。 

  ③染色整理に関しては2012年1～5月は、昨年同期比99％、2010年同期比では101％。 

 

３．主要消費指標 

 (1) 家計調査消費支出、衣料品の店頭売上指標ともに、昨年後半から前年対比横ばい乃至プラス

の状態が続いたが、足下の4～5月にかけてマイナスに転じた。 

 (2) ＳＰＡ売上高も4～5月は厳しい状況が継続。 

 

４．その他関連指標 

 (1) 自動車国内生産は、昨年後半から前年同月比プラスが続いているが、4月、5月と頭打ち感

あり。 

 (2) 1～5月の新規住宅着工数は、前年対比では1月を除きプラスを維持している。 

 

 

◆当連合会の役員交代について 

去る6月26日開催の当連合会理事会・総会におきまして、役員の交代があり 新任副理事長に

左合輝行氏(愛知)、新任理事に渡邊忠男氏(山梨)がそれぞれ就任いたしました。 

 

 

◆青年協議会代議員会について 

  去る7月21日開催の日本撚糸青年協議会代議員会におきまして、役員任期満了に伴う改選によ

り、新会長に高橋賢一氏(滋賀)が就任いたしました。また、24年度第48回全国大会を来る平成

25年2月16日(土)、広島にて開催することが決定されました。 
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